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Windows Server 2012 /2012 R2 での DocGear3 またはDocGear Cabinetのインス

トール手順について 

 

・操作手順 

以下の手順で必要なサーバーの役割やアプリケーションを手動でインストールします。 

 

1. サーバーマネージャーの[役割と機能の追加]の[サーバーの役割]と[機能]から以下の役割と機能を追加し

ます(自動的に追加される項目は記載されていません)。 

 

 サーバーの役割 

[Webサーバー(IIS)] 
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 機能 

[.NET Framework 3.5 Features] 

 

 

[Windows Search サービス] 
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 役割サービス 

[Webサーバー]-[HTTP共通機能]-[WebDAV発行] 

[Webサーバー]-[セキュリティ]-[Windows認証] 

[Webサーバー]-[セキュリティ]-[基本認証] 

 

 

[Webサーバー]-[アプリケーション開発]-[ASP.NET 3.5] 

[管理ツール]-[IIS 6 管理互換]-[IIS 6 メタベース互換] 
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2. DocGear3または DocGear Cabinetの CDの[DocGear(Cabinet)]-[インストーラ]-[sqlserver2012x64]- 

[SQLEXPR_x64_JPN.exe]を実行します。 

3. SQL Server 2012 Expressを以下のオプションでインストールします。 

 インスタンスの構成 

名前付きインスタンス：DOCGEARCB 
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 データベースエンジンの構成 

認証モード：混合モード 

 

 

4. DocGear3または DocGear Cabinetの CDの[DocGear(Cabinet)]-[インストーラ]-[setup_X_XX_XX.bat]を実

行して DocGear3または DocGear Cabinetをインストールします。 

5. インストール後、サーバーを再起動します。 

6. DocGear3またはDocGear Cabinetがインストールされているフォルダ(X:\DocGearまたは X:\DGCabinet)

を開きます。 

※上記の"X"は DocGear3または DocGear Cabinetがインストールされているドライブを示しています。 

7. フォルダ内の[web.config]ファイルをメモ帳で開きます。 
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8. 本文の 175行目(※)の行を以下のように変更します。 

※環境によっては行数が異なる場合があります。 

 

  （例） 

 変更前 

<error statusCode="401" path=" X:\DocGear\Redirect401.htm" responseMode="File" /> 

 

 変更後 

<error statusCode="401" path="Redirect401.htm" responseMode="File" /> 

 

9. [web.config]ファイルを上書き保存して閉じます。 

10. スタートメニューから[管理ツール]を選択します。 

11. [サービス]をダブルクリックします。 

12. [ASP.NET State Service]をダブルクリックします。 

13. [スタートアップの種類]を[自動]に変更し、[開始]ボタンをクリックします。 

 

 

14. [OK]ボタンをクリックします。 

 

・影響を受けるソフトウェア 

DocGear3、DocGear Cabinet 


